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史
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融
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天津市の概要
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中
国
の
旅
行
業
界
で
は
、
「
５
千
年
の
歴
史
を
見
る
に
は
西
安
、
１
千
年
の
歴
史

を
見
る
に
は
北
京
、
近
代
歴
史
を
見
る
に
は
天
津
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
１
８
５
８

年
の
天
津
条
約
以
降
、
こ
こ
で
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
ド
ラ
マ
が
生
ま
れ
た
。
近
代
の
歴

史
の
香
り
と
最
新
の
中
国
の
風
景
が
融
合
し
た
都
市
、天
津
市
の
魅
力
を
紹
介
す
る
。

　
天
津
市
に
は
租
界
地
が
あ
っ
た
た
め
、
街
に
は
エ

キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
風
情
が
残
っ
て
い
る
。英
、仏
、伊
、

独
な
ど
の
様
式
の
建
築
物
が
２
３
０
棟
あ
り
、
「
万

国
博
覧
会
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
郊
外
に
少
し
足
を
延

ば
せ
ば
、
世
界
遺
産
、
万
里
の
長
城
の
見
学
も
可
能

だ
。
「
黄
崖
関
長
城
」
は
全
長

㌔
㍍
。
１
９
９
９

年
か
ら
国
際
マ
ラ
ソ
ン
大
会
も
開
か
れ
て
い
る
。

▼〝天津の眼〟観覧車＝直径は
㍍。天津㌔㍍の景色を見
渡すことができる天津のシンボ
ル。世界で唯一、橋の上に作ら
れた観覧車として、天津の海河
にかかるロマンチックな景色を
一望できる

◀黄崖関長城＝世界文化遺産に登録。北斉時代に建て
られ、明代に修復。天津の長城「黄崖関」は“天津十
景”の１つで、国家４Ａ級に指定されている景勝地。
天津市区の北の郊外、薊県に位置。毎年国際マラソン
大会が開かれている

▲古文化街＝５Ａ級旅游景区。通りの長さは㍍
で天津独特の文化、歴史、民俗が感じられる。古い
天津の街の雰囲気を残した通りには、工芸品などの
土産店やレストラン、茶館などが立ち並び、年間
万人の観光客が訪れる

▲海河クルーズ＝昼夜問わず、天津市の中心である
海河の両岸を眺めるクルーズを楽しむことができる

　
天
津
市
は
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

と
し
て
も
注
目
を
集
め
て
い
る
。
「
中
国
旅
游
（
旅

行
）
産
業
博
覧
会
」
は

年
か
ら
毎
年
１
回
開
催
さ

れ
て
い
る
。
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
と
は
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
企

業
会
議
）
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
（
企
業
の
報
奨
・
研

修
旅
行
）
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
（
国
際
会
議
）
、
エ

キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
・
イ
ベ
ン
ト
（
展
示
会
イ
ベ
ン
ト
）

の
頭
文
字
を
と
っ
て
総
称
し
た
も
の
。

▲梅江会議展覧センター＝例年、中国旅游（旅行）産
業博覧会の会場となっている梅江会議展覧センター
は、年夏季にはダボス経済フォーラムも開かれた
施設。周辺に高級ホテル、商業施設が立ち並ぶ

◀中国旅游産業博覧会＝余り
の国と地域、中国全土からの
省市が集まる大型旅行博覧会。
年に始まり、旅行業界の高
い評価を得ている。ブース出展
や商談会に加え、旅行発展シン
ポジウムの開催、クルーズ船な
どの展示もある。今年は９月
～日に開催される

▲濱海空母テーマパーク＝軍事国防、現
代科学技術の紹介を兼ねたレジャー施
設。中心施設である旧ソ連の航空母艦「基
補（キエフ）」は、全長．㍍で、幅．
㍍、高さ㍍。甲板、飛行機格納庫など
を見学することができる。艦内には観光
客向けのレストラン、宿泊施設もある

　
濱
海
空
母
テ
ー
マ
パ
ー
ク
、

極
地
海
洋
世
界
な
ど
の
観
光
施

設
も
天
津
の
見
所
の
一
つ
。
こ

の
ほ
か
市
内
中
心
部
に
は
、
中

国
の
歴
史
を
１
４
０
４
年
ま
で

遡
っ
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

「
古
文
化
街
（
古
文
化
観
光
貿

易
区
）
」
、
回
転
展
望
塔
を
備

え
た
高
さ
４
１
５
・
２
㍍
の

「
天
津
ラ
ジ
オ
放
送
テ
レ
ビ
タ

ワ
ー
」
、
直
径
１
１
０
㍍
で


個
の
ゴ
ン
ド
ラ
を
有
し
、
３
８

４
人
を
同
時
に
収
容
で
き
る

「
永
楽
橋
観
覧
車
」
な
ど
も
あ

り
、観
光
ス
ポ
ッ
ト
は
豊
富
だ
。

　
「
天
津
三
絶
」
と
称
さ
れ
る
軽
食
が
あ
る
。
１
０

０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
「
狗
不
理
包
子
」
、
芯
の

生
地
に
ゴ
マ
、
ク
ル
ミ
、
カ
ボ
チ
ャ
の
種
、
梅
の
実

と
キ
ン
モ
ク
セ
イ
の
砂
糖
煮
な
ど
を
練
り
込
ん
で
揚

げ
た
「
桂
発
祥
麻
花
」
、
そ
し
て
、
き
び
で
作
っ
た

生
地
に
こ
し
あ
ん
を
入
れ
て
揚
げ
た
イ
ス
ラ
ム
饅
頭

の
「
耳
朶
眼
炸
糕
」
だ
。

カリントウにも似た菓子、桂発祥麻花 小さい肉まんのような狗不理包子

　
天
津
と
日
本
を
結
ぶ
航
空

路
線
は
、
新
規
路
線
、
チ
ャ

ー
タ
ー
便
の
就
航
が
活
発
化

し
て
い
る
。

　
天
津
市
に
本
社
を
置
く
天

津
航
空
は
、
５
月

日
に
天

津
と
富
士
山
静
岡
空
港
を
結

ぶ
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
運
航
を

開
始
し
た
。

月

日
ま
で

の
間
、
週
５
便
を
運
航
し
、

主
に
訪
日
中
国
人
旅
行
客
を

運
ぶ
。
天
津
航
空
の
日
本
へ

の
就
航
は
、
富
士
山
静
岡
空

港
が
初
め
て
と
な
る
。

　
春
秋
航
空
は
、
天
津
と
関

西
国
際
空
港
を
結
ぶ
新
規
路

線
を
７
月

日
に
開
設
し
、

週
４
便
を
運
航
す
る
。
天
津

市
は
渤
海
経
済
開
発
区
の
直

轄
市
で
、北
京
市
に
も
近
く
、

多
く
の
日
本
企
業
が
進
出
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
ビ
ジ
ネ

ス
・
観
光
と
も
に
大
き
な
需

要
が
期
待
で
き
る
と
判
断
し

た
。

　
天
津
市
は
、
中
国
の
４
大

直
轄
市
の
一
つ
で
、
人
口
１

４
０
０
万
人
を
擁
す
る
中
国

北
方
の
渤
海
経
済
圏
の
中
心

都
市
だ
。

　
国
際
貿
易
で
有
名
な
一
大

港
湾
都
市
で
も
あ
る
。
北
京

と
の
距
離
は
１
２
０
㌔
㍍
で

「
京
津
城
際
鉄
路
（
新
幹

線
）
」
が
約

分
で
結
ぶ
。

　
天
津
濱
海
国
際
空
港
に

は
、

カ
国
の
航
空
会
社
が

乗
り
入
れ
、
１
０
０
を
超
え

る
航
空
路
線
が
あ
る
。
年
間

旅
客
数
は
１
千
万
人
を
超
え

る
。

　
天
津
港
は
世
界
最
大
の
人

工
深
水
港
で
、
貨
物
輸
送
で

は
１
８
０
カ
国
・
５
０
０
港

と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
米
国

や
イ
タ
リ
ア
を
は
じ
め
と
し

た
大
型
客
船
も
数
多
く
入

港
。
同
時
に
６
隻
の
大
型
ク

ル
ー
ズ
船
の
停
泊
が
可
能

で
、
年
間

万
人
の
通
客
能

力
を
有
す
る
。

　
最
近
は
、
日
中
韓
ア
ジ
ア

ル
ー
ト
の
ク
ル
ー
ズ
船
も
多

数
運
航
さ
れ
て
お
り
、
今
後

の
国
内
外
ク
ル
ー
ズ
の
拡

大
、
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。

　
タ
イ
ト
ル
下
の
写
真
＝

（
左
）
広
さ
９
千
平
方
㍍
の

海
河
外
灘
公
園
、
（
中
央
）

劇
場
や
高
級
レ
ス
ト
ラ
ン
な

ど
を
備
え
た
商
業
区
「
津
湾

広
場
」
、
（
右
）
橋
の
中
央

が
ウ
イ
ン
グ
式
で
、
船
舶
の

通
過
時
は
自
家
発
電
に
よ
り

跳
ね
上
が
る
「
解
放
橋
」

　
天
津
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
芸

術
や
手
工
芸
品

が
あ
る
。

　「〝
楊
柳
青
〟

年
画
」
は
、
中

国
を
代
表
す
る

有
名
な
年
画
の

一
つ
で
、
版
画

で
下
絵
を
映
し

て
か
ら
色
を
塗
る
半
印
半
画

と
い
う
独
特
の
手
法
を
用
い

て
い
る
。
丹
念
に
色
を
重
ね

塗
り
す
る
た
め
、
仕
上
が
り

は
精
緻
か
つ
繊
細
だ
。

　
「
〝
泥
人
張
〟
彩
塑
像
」

も
有
名
。
清
朝
後
半
に
始
ま

っ
た
民
間
の
彩
り
塑
像
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
天
津
凧
、

天
津
切
り
絵
、
漢
沽
版
画
な

ど
が
人
気
だ
。

〝
楊
柳
青
〟
年
画

▲利順徳大飯店＝年建築。中国大陸の歴史上、海外客を受
け入れる最初のホテルとして建てられた。国の重点文物保護に
登録。孫中山、溥儀、梅蘭芳などの歴史上の人物が多く利用し
たホテルとしても有名で、修築された今でも当時の趣きを残し
た部屋がある。地下１階の博物館ではホテルの歴史を紹介し、
中国に現存する最古のエレベーターに乗ることができる。天津
市内には現在、５つ星ホテルが軒、４つ星ホテルが軒。洋
風建築物を改築したホテルなど特色ある宿泊体験ができる

▼イタリア風情区＝万平方㌔㍍にアジア最大
かつ最も完璧な状態で保存されているイタリア
の建築群。ショッピングや食事など、観光スポ
ットとして憩いの場となっている

　
天
津
市
内
を
流
れ
る
海
河
を
遊
覧
す
る
「
海
河
遊

覧
船
観
光
ツ
ア
ー
」
は

年
に
開
始
。
デ
イ
ク
ル
ー

ズ
、
ナ
イ
ト
ク
ル
ー
ズ
な
ど
を

余
隻
で
運
航
し
て

い
る
。
ま
た
、
コ
ス
タ
ロ
マ
ン
チ
カ
号
、
レ
ジ
ェ
ン

ド
オ
ブ
シ
ー
ズ
号
、ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
プ
リ
ン
セ
ス
号
、

ビ
ク
ト
リ
ア
号
な
ど
の
国
際
豪
華
客
船
が
天
津
東
疆

国
際
旅
客
本
港
を
往
来
。
毎
年
１
０
０
隻
以
上
の
国

際
豪
華
客
船
が
入
港
す
る
。

◀▲東疆港定期客船母港＝天津港東疆港区の南端に
位置。企画岸壁の長さは㍍で、６隻の国際大型
定期客船の停泊が可能

▲極地海洋世界＝水族館と公園を複
合させた大型テーマパーク。シロク
ジラやホッキョクグマなどの珍しい
海洋動物を間近に見ることができ
る。度全景の海底トンネルでは
水中にいるような体験ができる

　中華人民共和国の４つの直轄市の１つ。中国北方最大の対外開放港
面積：１万平方㌔㍍。海岸線の長さは㌔㍍　　　　　人口：万人
気候：四季がはっきりした大陸性気候。春は風の日が多く、雨は少ない。夏は高温多雨。秋は快適。冬は寒く、

空気が乾燥している
位置：華北平原の北東部、太平洋の西海岸部環渤海湾の中心に位置し、北に燕山山脈、東は渤海に臨む。首都

北京市との距離はわずか㌔㍍
歴史：「天津」の名が歴史に登場するのは年。明の永楽帝の頃に「天子経過的渡口」とあり、「天子がお渡

りになった渡し場」の意味で「天津衛」と名付けられた。その後、９カ国の租界が置かれ、今も多くの洋
風建築物が残る。良港に恵まれ、各地の料理も伝来。洋風建築とグルメは天津独特の都市風情


